














要約

 1988-1991 年の 4 年間の人口動態出生票、死産票の磁気テープより、同一ペアと同定で

きた 35、985組の双子を対象にした。  出生票、死産票に含まれる項目について、discordant

twins との関連の有無を分析した。関連ありと認められた要因項目は、生産・死産、妊娠

週数、初産・経産、出産の季節であった。関連なしと認められた要因は、性の組み合わせ、

母親年齢、父親年齢、世帯主の職業、地域差、出産年などであった。


